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令和７年度 事業計画 

１ 振興奨励事業 

（１） 産業教育功労者の表彰 
本会の目的に照らして、産業教育に関する顕著な功労のあるものを表彰する。 

・中学校技術・家庭科教育功労者   ・専修学校・短期大学教育功労者 

・御下賜金記念産業教育功労者（高等学校・高等専門学校） 

（２） 産業教育研究団体に対する奨励助成 

高等学校の農業、工業、家庭、定時制・通信制、総合学科、中学校の技術・家庭科各研究会に

対し、研究資料作成など事業活動費の一部を助成する。 

（３） 第 36 回東京都産業教育振興会作文コンクールの実施 

中学生、高校生、高専生、専修学校生、短大生に対する作文募集を行い、応募作品の中から最

優秀賞、優秀賞、佳作を選定し、入選者に賞状と賞品を授与する。 

（４） 優良卒業生の表彰 

本会の会員校に在学している生徒・学生のうち、各学校から推薦のあった優良卒業生に対して、

本会会長及び公益財団法人産業教育振興中央会会長から、表彰状を授与する。 

（５） 後援名義の使用承認 

産業教育の普及向上に寄与する事業を実施する団体等に対して、本会の後援名義の使用を承

認する。 

（６） 産業界会員(永年会員)の表彰 

永年にわたり産業教育の振興に尽力し、かつ本会の発展に貢献してきた企業に対して、感謝状

等を授与する。 

２ 産学交流事業 

産学連携の観点から、教育現場が抱える課題等について、産業界と学校・行政が互いの情報や

意見を交換することなどを目的に、産学懇談会を年３回開催する。 

３ 情報連絡事業 

(1) 会報「東京の産業と教育」の発行 

第 168 号を７月下旬、第 169 号を 12 月下旬に発行し、会員及び関係機関等に配布する。 

(2) 会誌「東京の産業教育」の発行 

第 63 号を３月上旬に発行し、会員及び関係機関等に配布する。 

(3) 作文コンクール入選作品集「明日に生きる」の発行 

第 36 号を３月上旬に発行し、会員及び関係機関等に配布する。 

(4) 本会のホームページの更新・充実 

(5) 全国産業教育フェア福島大会及び全国産業教育振興大会（福島大会）等への参加 

(6) 公益財団法人産業教育振興中央会及び各道府県産業教育振興会との情報交換・連絡調整 

４ 会員増加運動の推進 

会員となっていない区市町村教育委員会、中学校、企業、専修学校等に対して、本会への入

会・協力を依頼する。 

５ 産学連携の推進 

 東京商工会議所、東京商工会議所葛飾支部、西多摩地域の商工会等、大田区教育委員会等と連

携して、企業と高等学校・中学校との産学連携事業を推進する。 

(1) 第４回葛飾区産業教育懇談会の開催 

(2) 第１回西多摩地域産業教育懇談会の開催 

(3) 第２回大田区産業教育懇談会の開催 

(4) 都内工業・商業高校等の進路指導教員と東京商工会議所会員企業との交流会の開催 

６ 広報活動の推進 

（1）東京都産業教育振興会の諸事業や会員の取組や活動等を会誌、会報、ホームページ等を通

じて広く社会に発信する。 

(2) 会報「東京の産業と教育」電子版を随時発行する。 
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７ 産業教育の振興 

専門高校を支援するため、専門高校と企業・大学・専修学校・中学校との連携を推進する。 

８ 創立 70 周年事業の実施 

(1)創立 70 周年記念総会 

   日時：令和７年６月 19 日（木）午後１時 30 分から 2 時 50 分まで 

   会場：全商会館 

(2)創立 70 周年記念講演会 

日時：令和７年６月 19 日（木）総会終了後、午後３時から４時 30 分まで 

   会場：全商会館 

   講師：松原 仁 京都橘大学教授 

   演題：「AI によって産業はどう変わるか そのために教育はどう変わるべきか」 

(3)記念誌の発行 

会誌「東京の産業教育」第 63 号を創立 70 周年記念号とする。 

創立 60 周年以降の 10 年間の歩みを各校種・分野に執筆を依頼する。   

令和８年３月発行 

(4)座談会の開催 

令和７年夏に開催        

テーマ未定       

   会誌「東京の産業教育」第 63 号に掲載       

(5)その他 

① 東京都産業教育振興会旗の作成 

  ② 会誌「東京の産業教育」の表紙デザインのリニューアル 

   会員高等学校の生徒から募集する。 

③ 感謝状の贈呈    

   入会後 50 年を経過した企業に創立 70 周年記念総会で感謝状を贈呈する。 

 


